


「植物博士」10円

　ここは、人里離れた山奥。茶色いプレハブ小屋があった。いくつかのビニールハウスがあり、植物を育てている。一人の初老の男が、鼻を寄せハーブを嗅いだ。
「ハーブは香りが命だのう」
人々は彼のことを、植物博士と呼ぶ。身だしなみは、一切きにしない。黄色がかった歯、何本か抜けている。髪も伸び放題で、あご髭は、胸の高さまで伸びていた。
博士の植物コレクションは、数万種類もあって、水やりだけで一日三時間はかかった。
「どーれ、トマトを試食してみよう」
赤く染まったトマトをもぎ取る。トマトは穴が空いており、虫が無数についていた。ふーと、周囲の虫を息で落とす。
じゃりじゃりと、中の虫ごと食べた。
「ちと、苦いのう」
木々が笑ったように見えた。
博士の小屋に、ひさしぶりの来訪者がきた。
「すみません、どなたかいらっしゃいますか？」
「おぉ、お客さんのようじゃ」
人影に目をやる。栄養失調のような体型で、肌のつやが全くない男が立っていた。
「何か用かのう？」
「あ、博士！」
男は、博士の身なりに驚いた。鼻を摘まみ、臭そうな表情をしていた。
「ひどい臭いですね」
「あー、前回体洗ったのが、一か月前じゃ」
「うへ」
「兄さん、用は？」
「げほっげほっ、博士。私の村では、植物が育たなくて、食料不足に陥っております。どうかお力を、お貸しください」
「食料不足とな」
「はい」
「ばれいしょなら、肥えのない土でも育つが。ばれいしょは、どうだった？」
「ばれいしょも育てては見たのですが、塩害がひどくてまともに育ちません」
「困ったー。塩害だと、殆どの植物は育つのが厳しいのう」
「はい」
「みかんは？」
「みかんも植えました。順調に育ってはいますが、収穫まで時間がかかり過ぎて、他の村から仕入れた食料が、後二か月ぐらいで尽きそうです」
「それは、大変じゃ」
「……」
「やってみよう、時間をおくれ」
「どのぐらいかかりますか？」
「最低、一週間はかかる」
「わかりました。よろしくお願いします」
男は、帰って行った。
博士は、虫侵入防止シートをくぐり、研究室に入った。
フラスコや、ビーカーなどの道具。火を加えられるためのガスやアルコール設備が。外界では見たこともない植物まである。あらゆる植物の本の山。博士の研究したバイオテクノロジーの結晶だった。
「今日はアイディアを考えてだな」
ノートに走り書きのメモを取る。
塩害に強い植物の本を開いた。
「みかんが育つのなら、柑橘系ならいけるか」
「うーん」
「でも木は時間がかかるのう」
「うーん」
初日は、構想だけで時間が過ぎて行った。

あくる日、水やりをしながら、ハーブの香りを嗅いでいた。
「はてさて」
「そうか、土から塩をぬきとればいいか」
「アブラナだとどうじゃろう」
「塩を吸収するはずじゃて」
その場で、行ったり来たりしていた。
「しまった食べにくいのう……」
「草を食えというのも酷じゃろうて」
「味良くと考える調理法は、てんぷらぐらいしか」

研究室にて。
「さてと」
アブラナの種を手に取った。
そのまま、口にほうりこんだ。
じゃりじゃり音をたて、黒いカスが歯に詰まる。
「種も美味しくないわい」
ピンセットでアブラナの種を持ち、ビーカーに入ったアルコール液に付けてみた。
「とくに変化なし……」
アルコールに付けても変化がないとはわかっておったが、頭をリラックスさせるためにやってみた。
「収穫まで時間のかかる食べ物だと困るのう」
良い知恵は浮かばず、月日が流れる。

四日目。
「土から、塩を吸い取る植物から、離れたほうがいいのう」
「また潮風が来れば、同じこと」
野菜の本を広げた。
「ふー」
アブラナ科のページを開く。
「あ？違うな」
ナス科のページを開いた。
「あ！」
「信じられん」
「赤い野菜、トマト」
塩害に強い。
「これじゃ」
「トマトと言えど、ひどい塩害の環境じゃ枯れるかもしれん」
博士は、トマトの苗を机に置いた。
「アブラナの成分を注入して」
スポイトで、アブラナのエキスを加えた。
「どーれ」
多少の塩水を掛けても、トマトは枯れなかった。
「うーむ」
「あとは、どれだけ加えるかの割合じゃ」
入れ過ぎると、トマトの苗は枯れた。
量が少ないと、塩害への耐性が薄くなるようだった。
「ぎりぎりまで、加えてみよう」
「このトマトの苗１００本で、０．５％ずつ量を変えてみよう」
とても時間と根気のかかる作業だった。

六日目。
博士の髪の毛が一センチ伸びる頃。
「完成じゃ、できた」
博士は寝室へ移動した。
ハンモックにのぼった。
「よいしょ、一眠りしよう」
博士はハンモックで横になり、しばらくして寝息を立てた。

一週間後
「こんにちは、博士」
男はさらにやつれていた。
「待たせたのう」
「いえ」
「これを使え」
「苗？」
「トマトの苗だ」
「トマトの苗って塩害に？」
「とことん強いぞ、わしがさらに改良しておるから。その名も、塩害防止トマト、ソルトトマティック一号」
「すごい」
「これを植えてみろい」
「ありがとうございます、これで村は救われます」
男は、トマトの苗をたくさん持って帰った。
ソルトトマティック一号は、潮風を耐え、元気にすくすく成長した。村は、トマトを主食とし、飢餓を逃れた。


完
